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千葉市消防局消防艇 「まつ かぜ」

1．新 しい 高 速多 機能 型消 防 艇の 誕生

　千葉 港は、貨物取扱量 9 年 連続 日本
一

（平成 14 年度）を誇る物流や生産の 拠点

と して 日本 経 済発 展 を支 え る特 定重 要 港

湾 で あ り、千粟 市の 発 展 に大き な役 割を

果 た して きて い ます。さ らに、幕 張副都

心 ウォ
ー

タ
ー

フロ ン ト計 画 や ポ
ー

トルネ ッ

サ ン ス 21 構 想 な ど 臨 海 部 の 発 展 が 今 後

も続 き、大 き く変 貌を遂 げつ つ あ ります。

　 この 千 葉 港 の 中 央 地 区 （千 葉 市 域 ）を

災 害 か ら守 る た め、二 代 目 「ま つ か ぜ」

が建造され、平 成 ］6年3月 15 日に 就航

しま した。

　当 セ ン ターは 、「ま つ か ぜ 」の 基 本 計

画
・
建造管理を担当しま した ので、概要

を紹 介 しま す。

2 ．基本コ ン セ プ ト

　高速 多機能型 消防艇 と して 誕生 した 背

景 に は 、大規模且 つ 広域災害へ の 対応能

力を強化する と ともに、平 時に おい て は

石油 コ ン ビナ
ー

ト地域を含む 沿岸域の 状

況把握に 基 づ く 沿岸域管理 の 必要 性が強

く認 識されて きたた め です。

　災 害 時 へ の 対 応能力 を向 上 させ る た め

に は 、海 と 陸空 がそ れ ぞれ の 役害1」を 相 互

に補完 し合うこ とが必須で す。この た め、

海 上 にお け る高い 機能
・
能 力 を 消 防艇 に

付 与 し、大 規模 災 害 時の 中核 的 役割を 担

わせる 目的を本艇は与えられました。 こ

の よ うな コ ン セ プ トか ら、本 艇に 特 に 付

与され た 機能は消防能力
・
流出油対策

・

耐航性な ど の 強化と とも に、次 の 機能が

新た に 付加さ れ ま した。

D　指揮　作 戦機能

　　陸海空の 三 位
一

体連携を 図 り、大 規

　　模災害 時 の 海上 指 揮本部機 能 付力0

2） 陸 上へ の支 援 機能

　　陸上 へ の 大 量送 水機能、緊急物資
・

　　 資 機材 輸 送機能 付 加

3） 救 助 ・高度 救 命救 急機 能

　　 陸 上 の救 急 隊 と連 携 して 救 命措 置 ・

　 　 搬送 し、ヘ リコ プ タ
ー

へ の ホイ ス ト

　　機能付加

　本艇で は、多機能を実現 するため、本船

固定 装 備以 外 に必 要 な機 能 を コ ン テナ 収

納 と して 岸壁保管 し、迅速 に搭載 して 機

能を発揮す る ことで も計画 され てい ます。

　 さ らに、災 害 時へ の 対応 能 力 を 向上 さ

せ るた め に は、平 時の 消 防艇 の 役害11が 重

要 とな りま す。常 に、陸上 ・海 上の 状 況

の みな らず 海潮 流 を含 む 沿岸 域 の実 態 を

把握 し、災 害シ ュ ミ レーシ ョ ン や その対 応

計画 立案な どを通 じて、リス クマネ ジメ

ン ト構築 に反映 させ る必要 が あ ります。

　 ま た、平 時 に お ける 市 民の 防 災意 識 を

普及 啓発 し、市民 に親しい消防艇を圏指

す こ と と しま した。

　主要 目な どを表に示 します。

3 ．おわ りに

　 こ こ に航走 状態と 全放 水 状 態の 2 葉 の

写 真を掲載 しま した が、これ らよ り高速

性 と多機 能 性 を兼 ね 備 えた 優 美 な シル エ

ッ トが分 か っ て い た だ ける と思 い ます，

　 新 しい社 会情 勢 に対 応す る 高 速多 機 能

型 消 防艇 と して建 造 され た 「まつ か ぜ 」

の 今後 の 活躍 が、大 い に期 待 され ます。

　 最 後 に、本艇 の 建 造 に 当た っ て、深 い

経 験 に基 づ く指 導 力 を 発揮 さ れ た千 葉 市

消 防局そ して 多数 の 消 防艇 建 造 の ノ ウ八

ウ を遺 1感な く注 ぎ込 ま れ た墨 田 川造船に

ご尽 力い た だい た こと を付 記 します。
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表　 主要 目な ど

全長 3100m

全幄 700m

深さ 350m

総 トン 数 100 トン

航海速 力 （常備状態） 17 ノ ッ ト

主要装 備

1）消防装備

放水砲　　 150001 ／mln × 2、

　　 　　　　5、0001 ／mln × 2

伸縮放水砲　7 ，0001 ／ml ［ × 1

　　 　　　　（海面上 20m 対応能力）

陸上 支援用 大 口径放水 口 150mm

　　 　　　　両眩各 3

2）指揮 　作戦装備

　 （
」1禹報収集　半L断　伝達機能）

指揮作戦室 〔大画面高精細表示装置装備）

大規模災害時等用関係機 関運絡通信装置

沿海航行用通信装置

赤外線監 視装置

ヘ リコ プ ター映橡受信装置

電子 海図表示 シス テム

3 ）陸上へ の文 援機能

多 ヨ 的クレ
ー

ン

専用 コ ン テナ × 4 セ ッ ト

（流 出泊対策、大規模災 害時陸上 支覆、

救 急救 助対策、予備 ）

4 ）救助　亶度救命救急装置

高度 救命処置 室兼活動準 備室

ヘ リコ プタ
ー

との ホイス トスペース

ジェ ッ ト推進型救助用小 型艇 × 2

海靤 動鰹 嫐 助ラ ダ
ー
　　　 ｝

海 底 探知 ソ ナ ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

5 ）その他

防爆 1生能 〔海面 辷6m 、陽圧付加表置）

足 点保持磯能付 自黏操船シ ス テ ム
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